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１ はじめに
人や野生生物の内分泌作用を攪乱し 生殖等に悪影響を与える内分泌攪乱化学物質 い、 （
わゆる環境ホルモン）による環境汚染は、科学的に未解明な点が多く残されているもの
の、生物生存の基本条件に関わるものとして環境保全上の重要な課題となっている。
環境省は、平成１０年５月に環境ホルモン問題についての対応方針等を収録した「環
境ホルモン戦略計画SPEED'98」を策定した。この報告書には「環境ホルモンと疑われる
物質」として６７物質がリストアップされ、この６７物質を中心に、水質、底質、土壌
等の全国一斉調査が実施されている。平成１２年１１月には、新しい知見等を基に「環
境ホルモンと疑われる６７物質」からスチレン２量体・３量体及びn-ブチルベンゼンが
除かれ６５物質になり、また、リスク評価を進める方針等が盛り込まれた「SPEED'98、
２０００年１１月版」が公表された。リスク評価については、平成１２年度から優先順
位をつけて３カ年で実施するとされ、現段階ではノニルフェノール、オクチルフェノー
ル、ビスフェノールＡの３物質について、魚類に対して「内分泌攪乱作用を有する 」。

。（ 。）と推定されている 現段階においてはヒトに対する影響については確定されていない
福島県においては 「福島県ダイオキシン等化学物質対策専門委員会」の意見を踏ま、
えながら、環境ホルモンと疑われる６４物質について、平成１１年度～１５年度の５カ
年計画で環境調査等を実施した。
本報告書は平成１１年度～１５年度までに県が実施した調査結果を取りまとめたもの
である。

２ 調査の目的
人などの内分泌作用を攪乱するおそれがある内分泌攪乱化学物質（いわゆる環境ホル
モン）について、県内における環境中の濃度の実態把握及びデータの集積を目的として
調査を実施した。

３ 調査主体
福島県

４ 調査内容
調査は、大気、水質、底質、地下水、水生生物及び廃棄物最終処分場周辺等の水質と
底質について行った。

５ 調査対象化学物質
調査対象化学物質は 「SPEED'98、２０００年１１月版」にリストアップされている、
物質（ただし、分析方法が確立されていない、国内で使用実績がない等の理由でマイレ
ックス、トキサフェン、アルディカーブ、キーポン、メチラムの５物質は実施していな
い ）および内分泌攪乱作用を有すると疑われているカドミウム、鉛、水銀、１７β－。
エストラジオールの合計６４物質である。 （ 媒体毎、年度毎の調査項目については参
考資料４、５を参照 ）。

６ 調査方法
調査は、次の方法に準拠して実施した。
(1) 大気
・化学物質分析法開発調査報告書（平成7､9年度版環境庁環境安全課）による方法
・外因性内分泌攪乱化学物質環境分析調査(平成10年度環境庁)による方法

(2) 水質、底質、地下水、水生生物、廃棄物最終処分場周辺調査
・外因性内分泌攪乱化学物質調査暫定マニュアル(水質､底質､水生生物)

（ ）平成10年環境庁水質管理課
・農薬の環境残留実態調査分析法(水質編)（平成10年環境庁土壌農薬課）
・底質調査方法（昭和63年環境庁水質保全局）
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７ 調査結果及びまとめ
調査結果は平成１０年度から１４年度に環境省が実施した全国一斉調査及び環境実態
調査結果（以下「環境省調査結果」という ）または「化学物質と環境（環境省環境保。
健部環境安全課 」に記載された過去２８年間の測定結果（以下「国内の過去の測定値）
という ）と比較した。。
(1) 大 気
ア 調査地点
大気は、次の３地点で調査した。

区 分 調 査 地 点 名NO

１ 工業地域 会津若松市門田町

２ 住居地域 福島市森合

３ 郊 外 郡山市湖南町

イ 調査時期
平成１１年度～平成１５年度

ウ 調査結果
調査した９物質のうち下表のように５物質が検出され、その結果は、環境省調査
結果の範囲内であった。

最高濃度 環境省調査
化学物質名 検 出 率 （ng/m） 結果(ng/m)3 3

フタル酸ジ－２－エチルヘキシル ２／３ 24 ND ～ 360

フタル酸ブチルベンジル １／３ 1.7 ND ～ 5.5

フタル酸ジ－ｎ－ブチル １／３ 20 ND ～ 160

フタル酸ジエチル １／３ 1.5 ND ～ 18

アジピン酸ジ-2-エチルヘキシル １／３ 0.9 ND ～ 21

※１ NDは検出限界値未満を示す。以下同じ。
※２ 検出率は全地点数に対する検出した地点数である。以下同じ。
※３ 最高濃度は平成１１年度～１５年度までの調査結果の中で、福島県内で最も濃度
が高かった測定値である。以下同じ。

(2) 水 質
ア 調査地点
水質は、河川１１地点、湖沼１地点、海域２地点の合計１４地点で調査した。

No 区分 河川等名 調査地点名 No 区分 河川等名 調査地点名

１ 阿武隈川 阿久津橋 10 河川 夏井川 六十枚橋
２ 阿武隈川 蓬莱橋 11 鮫川 鮫川橋
３ 河川 釈迦堂川 水道取水地点
４ 大滝根川 阿武隈川合流前 12 湖沼 猪苗代湖 小石ｹ浜水門
５ 阿賀野川 新郷ダム
６ 只見川 藤橋 13 海域 松川浦 漁業権３号中央付近
７ 久慈川 高地原橋 14 小名浜港 ４号埠頭
８ 新田川 新桜井橋
９ 請戸川 請戸橋

イ 調査時期
平成１１年度～１５年度

ウ 調査結果
調査した６２物質のうち下表のように６物質が検出された。
ペンタクロロフェノールは平成１１年度の調査で環境省調査結果及び環境省が実

（ 「 」 。）施した過去２８年間の環境中濃度の測定結果 以下 国内の過去の測定値 という
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を超えていた。
マンゼブ・マンネブ・ジネブについては平成１５年度の調査で環境省調査結果を
超える高濃度で検出された。マンゼブ・マンネブ・ジネブは殺菌剤（農薬）の有効
成分として登録されており、きゅうり、すいか等で広く使用されている。平成１５
年度の夏は低温多湿であったため、病害の防除のため、マンゼブを含む農薬が使用
されたことにより、河川から高濃度で検出されたものと考えられる。なお、殺菌剤
が使用されない冬期において再調査を２回実施したが、検出されなかった。
それ以外の物質については環境省調査結果の範囲内であった。

化 学 物 質 名 最高濃度 環境省調査結果
検出率 （μg/ ） (μg/ )ç ç

ペンタクロロフェノール ２／１４ 0.37 ND ～ 0.2 ※１

トリブチルスズ ２／２ 0.0035 ND ～ 0.09

トリフェニルスズ １／２ 0.00023 ND ～ 0.006

アルキルフェノール

ノニルフェノール １／１４ 0.2 ND ～ 7.1

ビスフェノールＡ ５／１４ 0.06 ND ～ 1.7

マンゼブ・マンネブ・ジネブ １／１４ 0.6 ※２ ND ～ 0.1

※１ 国内の過去の測定値：水質調査結果
※２ マンゼブ・マンネブ・ジネブは、３物質の合量による測定値
※３ 網掛けは環境省調査結果または国内の過去の測定値を超えて検出されたことを示
す。以下同じ。

(3) 底質
ア 調査地点
底質は河川１２地点、湖沼１地点、海域２地点の合計１５地点で調査した。

No 区分 河川等名 調査地点名 No 区分 河川等名 調査地点名

１ 阿武隈川 阿久津橋 10 請戸川 請戸橋
２ 阿武隈川 蓬莱橋 11 河川 夏井川 六十枚橋
３ 釈迦堂川 水道取水地点 12 鮫川 鮫川橋
４ 河川 大滝根川 阿武隈川合流前
５ 逢瀬川 阿武隈川合流前 13 湖沼 猪苗代湖 小石ｹ浜水門
６ 阿賀野川 新郷ダム
７ 只見川 藤橋 14 海域 松川浦 漁業権３号中央付近
８ 久慈川 高地原橋 15 小名浜港 ４号埠頭先
９ 新田川 新桜井橋

イ 調査時期
平成１１年度～１５年度

ウ 調査結果
調査した６２物質のうち下表のように２０物質が検出された。
（ア）ヘキサクロロベンゼン、ペンタクロロフェノールについては環境省調査結果
を超えていたが、国内の過去の測定値の範囲内であった。

（イ）ケルセンは環境省の調査では検出されていないが、本県の調査でも１地点か
ら低濃度で検出されていた状況であった。

（ウ）フタル酸ジエチルは平成１１年度の調査で環境省調査結果を超えて検出され
たが、国内の過去の測定では検出されていない。
検出された物質は、小名浜港（４号埠頭先）において調査したものが１５物質と
最も多く、その濃度も他地点に比べて高かった（参考資料３参照 。これは当該地）
点に多数の河川が流入し、そこに含有する物質が堆積したためと思われる。
また、阿賀野川（新郷ダム）と鮫川（鮫川橋）の地点において検出された物質が
９物質と２番目に多い状況であったが、いずれも河川の下流域であり、流域の物質
が蓄積され高濃度になったものと思われる。
さらに、ノニルフェノール、フタル酸ジ-2-エチルヘキシル、ベンゾ（a)ピレン、
鉛及び水銀について多くの地点から検出されたが、水生生物からはノニルフェノー
ル、フタル酸ジ-2-エチルヘキシル、ベンゾ（a)ピレンは検出されなかった。
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これはこれら物質（ただしベンゾ(a)ピレンを除く）が鉛や水銀に比べて生物濃縮
を起こしにくいことに起因するものと思われる。しかし、ベンゾ（a）ピレンは濃縮
性が高いにも関わらず、水生生物からは検出されていない。

化 学 物 質 名 最高濃度 環境省調査結果
検出率 μg/kg-dry (μg/kg-dry)（ ）

ポリ塩化ビフェニール類 ２／１５ 14 ND ～ 2200

ヘキサクロロへベンゼン ３／１５ 480 ND ～ 480 ※２

ペンタクロロフェノール １／１５ 43 ND ～ 360 ※２

ＤＤＴ １／１５ 8 ND ～ 93

ＤＤＥａｎｄＤＤＤ ２／１５ 9 ND ～ 425

ケルセン ２／１５ 6 ND

トリブチルスズ ２／２ 54 ND ～ 300

トリフェニルスズ ２／２ 10 ND ～ 18

アルキルフェノール

4-t-オクチルフェノール １／１５ 52 ND ～ 170

ノニルフェノール ８／１５ 420 ND ～ 12,000

ビスフェノールＡ ３／１５ 11 ND ～ 270

フタル酸ジ-2-エチルヘキシル １１／１５ 950 ND ～ 210,000

フタル酸ブチルベンジル ２／１５ 28 ND ～ 1,400

フタル酸ジ－ｎ－ブチル ３／１５ 95 ND ～ 2,000

フタル酸ジエチル ２／１５ 49 ND ～ 32

ベンゾ(a)ピレン ８／１５ 1,300 ND ～ 3,800

ベノミル １／１５ 2 ND ～ 18

１７βエストラジオール １／１５ 0.7

カドミウム ４／１５ 1.9 ※１

鉛 １５／１５ 120 ※１

水銀 １０／１５ 0.4 ※１

※１ カドミウム、鉛、水銀の単位［mg/kg-dry］
※２ 国内の過去の測定値：底質調査結果

(4) 地下水
ア 調査地点
地下水は次の１４地点で調査した。

No 地 域 区 分 調査地点名

１ 市街地 福島市森合地内
県北

２ 農用地周辺 福島市在庭坂地内

３ 市街地 郡山市朝日地内
県中

地内４ 農用地周辺 郡山市田村町

５ 市街地 白河市字日影地内
県南

６ 農用地周辺 白河市大字旗宿地内
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No 地 域 区 分 調査地点名

市街地 会津若松市栄町地内７
会津

８ 農用地周辺 会津若松市大戸町地内

９ 市街地 田島町大字田島地内
南会津

10 農用地周辺 田島町大字金井沢地内

11 市街地 原町市桜井町地内
相双

12 農用地周辺 原町市米々沢地内

13 市街地 いわき市小名浜地内
いわき

14 農用地周辺 いわき市三和地内

イ 調査時期
平成１１年度～平成１５年度

ウ 調査結果
調査した６０物質のうち下表のように２物質が検出され、その結果は環境省調査
結果の範囲内であった。

化 学 物 質 名 最高濃度 環境省調査結果
検出率 （μg/ ） (μg/ )ç ç

アトラジン ２／４ 0.02 ND ～ 0.09

ビスフェノールＡ ２／４ 0.02 ND ～ 19

(5) 水生生物
ア 調査地点
水生生物は河川２地点、海域２地点の合計４地点で調査した。

区分 調 査 地 点 名 対象生物種No

１ 阿武隈川蓬莱橋付近 コイ、ハヤ、ウグイ
河川

２ 阿賀野川新郷ダム付近 コイ、ハヤ、ウグイ

３ 松川浦（浦の出入り口付近） ムラサキイガイ
海域

４ 小名浜港（４号埠頭先） ムラサキイガイ

イ 調査時期
平成１１年度～平成１５年度

ウ 調査結果
調査した６３物質のうち下表のように９物質が検出され、その結果は環境省調査
結果あるいは国内の過去の測定値の範囲内であった。
生物濃縮の起こしやすいＰＣＢについては、全地点の水生生物から検出されてお
り、特に、化学物質の堆積しやすい阿賀野川（新郷ダム）の底質から検出されてい
ないのにもかかわらず、当該地点の水生生物から検出されている。



- -6

化 学 物 質 名 最高濃度 環境省調査結果
検出率 （μg/kg） (μg/kg)

ポリ塩化ビフェニール類 ４／４ 21 ND ～1,600（河川）
（ＰＣＢ合計） ※１

ND ～ 110 （海域）
※２

ＤＤＥａｎｄＤＤＤ ２／４ 6 ND ～ 71 ※１

トリブチルスズ ２／２ 93 ND ～ 780 ※２

トリフェニルスズ ２／２ 12 ND ～ 450 ※２

ビスフェノールＡ １／４ 14 ND ～ 15 ※１

１７βエストラジオール ４／４ 1.6

カドミウム ２／４ 1.13

鉛 ３／４ 5.8

水銀 ４／４ 0.13 厚生省

魚類食品暫定基準値

水銀 ０．４mg/kg

※１ 「平成１０年度環境ホルモン緊急全国一斉調査結果」
※２ 国内の過去の測定値：水生生物調査（貝類）
※３ カドミウム、鉛、水銀の単位［mg/kg-dry］

(6) 廃棄物最終処分場の放流水、処理水及び周辺地下水
ア 調査地点
一般廃棄物最終処分場及び産業廃棄物最終処分場で、放流水または処理水及び周
辺地下水について調査した。
イ 調査時期
平成１１年度～平成１５年度

ウ 調査結果
調査した６０物質のうち下表のように１４物質が検出された。

廃棄物最終処分場の水質調査（放流水・処理水）

放 流 水 処 理 水

化 学 物 質 名 最高濃度 最高濃度
検出率 (μg/ ) 検出率 (μg/ )ç ç

ペンタクロロフェノール １／９ ０．０５ ２／２ ０．５７

シマジン １／９ ０．０４ －

ヘキサクロロシクロヘキサン

α-ヘキサクロロシクロヘキサ １／９ ０．１２ － －
ン

β-ヘキサクロロシクロヘキサ １／９ ０．１２ － －
ン

アルキルフェノール

4-t-ブチルフェノール ８／９ ３０ ２／２ ０．２５

4-n-ペンチルフェノール ４／９ ０．２９ １／２ ０．１１

4-n-ヘキシルフェノール ２／９ ０．２４ １／２ ０．０２

4-ヘプチルフェノール ２／９ ０．０２ １／２ ０．０７

4-t-オクチルフェノール ６／９ ０．１ １／２ １．９

4-n-オクチルフェノール ３／９ ０．０８ １／２ ０．６９

ノニルフェノール ６／９ １．７ １／２ ０．４
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放 流 水 処 理 水

化 学 物 質 名 最高濃度 最高濃度
検出率 (μg/ ) 検出率 (μg/ )ç ç

ビスフェノールＡ ７／９ １６００ ２／２ ０．６６

フタル酸ジエチル １／９ ０．４ － －

ベンゾ(a)ピレン － － ２／２ ０．０１

2,4-ジクロロフェノール ２／９ ０．０５ ２／２ ０．０７

ベンゾフェノン ２／９ ０．０２ － －

4-ニトロトルエン － － １／２ ０．０２

ベノミル － － １／２ ０．２

ジラム １／９ ０．２４ － －

カドミウム － － １／１ ８

廃棄物最終処分場周辺の水質調査（周辺地下水）

最高濃度
化 学 物 質 名 検出率 (μg/ )ç

アラクロール １／１０ ０．０２

ビスフェノールＡ ４／１０ ２．８

(7) 廃棄物最終処分場（Ａ社）周辺等の水質及び底質
放流水からビスフェノールＡが継続的に検出されている廃棄物最終処分場（Ａ社）
周辺の環境調査を行った。
ア 調査地点
放流口１カ所及び放流先の河川３カ所について調査した。

イ 調査時期
平成１３～１５年度

ウ 調査結果
調査した３物質のうち、水質からはビスフェノールＡが検出され、底質からは、
ビスフェノールＡ及び２，４－ジクロロフェノールが検出された。

水質 底質

化 学 物 質 名 最高濃度 最高濃度
(μg/ ) (μg/kg-dry)ç

ビスフェノールＡ 2700 4200

２，４－ジクロロフェノール － 20

注) 総検体数は、水質、底質それぞれ１６検体。
なお、底質については全て放流先の河川から採取した。
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参考資料１
内分泌攪乱作用を有すると疑われる化学物質の主な用途

化 学 物 質 名 主 な 用 途SPEED'
98No

２ ポリ塩化ビフェニール類 ＰＣＢ 熱媒体､ﾉﾝｶｰﾎﾞﾝ紙、電気製品（ ）

３ ポリ臭化ビフェニール類 ＰＢＢ 難燃剤（ ）

４ ヘキサクロロベンゼン 雑菌剤、有機合成原料

５ ペンタクロロフェノール 防腐剤、除草剤、殺菌剤

６ トリクロロフェノキシ酢酸 除草剤2,4,5-

７ ジクロロフェノキシ酢酸 除草剤2,4-

８ アミトロール 除草剤、分散染料、樹脂の硬化剤

９ アトラジン 除草剤

１０ アラクロール 除草剤

１１ ＣＡＴ（シマジン） 除草剤

１２ ﾍｷｻｸﾛﾛｼｸﾛﾍｷｻﾝ､ｴﾁﾙﾊﾟﾗﾁｵﾝ 殺虫剤

１３ ＮＡＣ 殺虫剤

１４ クロルデン 殺虫剤

１５ オキシクロルデン クロルデンの代謝物

１６ -ノナクロル 殺虫剤trans

１７ -ジブロモ- -クロロプロパン 殺虫剤1,2 3

１８ ＤＤＴ 殺虫剤

１９ ＤＤＥ ＤＤＤ 殺虫剤（ＤＤＴの代謝物）and

２０ ケルセン 殺ダニ剤

２１ アルドリン 殺虫剤

２２ エンドリン 殺虫剤

２３ ディルドリン 殺虫剤

２４ エンドスルファン ベンゾエピン 殺虫剤（ ）

２５ ヘプタクロル 殺虫剤

２６ ヘプタクロルエポキサイド ヘプタクロルの代謝物

２７ マラチオン 殺虫剤

２８ メソミル 殺虫剤

２９ メトキシクロル 殺虫剤
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化 学 物 質 名 主 な 用 途SPEED'
98No

３０ マイレックス 殺虫剤

３１ ニトロフェン 除草剤

３２ トキサフェン 殺虫剤

３３ トリブチルスズ 船底塗料、漁網の防腐剤

３４ トリフェニルスズ 船底塗料、漁網の防腐剤

３５ トリフルラリン 除草剤

３６ アルキルフェノール類 界面活性剤の原料
ノニルフェノール
-オクチルフェノール4

３７ ビスフェノールＡ 樹脂の原料

３８ フタル酸ジ－２－エチルヘキシル プラスチックの可塑剤

３９ フタル酸ブチルベンジル プラスチックの可塑剤

４０ フタル酸ジ ブチル プラスチックの可塑剤-n-

４１ フタル酸ジシクロヘキシル プラスチックの可塑剤

４２ フタル酸ジエチル プラスチックの可塑剤

４３ ベンゾ（ａ）ピレン （非意図的生成物）

４４ ２，４－ジクロロフェノール 染料中間体

４５ アジピン酸ジ- -エチルヘキシル プラスチックの可塑剤2

４６ ベンゾフェノン 医薬品合成原料、保香剤等

４７ ４－ニトロトルエン ｼﾞﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝなどの中間体2,4

４８ オクタクロロスチレン 有機塩素系化合物の副生成物

４９ アルディカーブ 殺虫剤

５０ ベノミル 殺菌剤

５１ キーポン（クロルデコン） 殺虫剤

５２ マンゼブ（マンコゼブ） 殺菌剤

５３ マンネブ 殺菌剤

５４ メチラム 殺菌剤

５５ メトリブジン 除草剤

５６ ジペルメトリン 殺虫剤

５７ エスフェンバレレート 殺虫剤
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化 学 物 質 名 主 な 用 途SPEED'
98No

５８ フェンバレレート 殺虫剤

５９ ペルメトリン 殺虫剤

６０ ビンクロゾリン 殺菌剤

６１ ジネブ 殺菌剤

６２ ジラム 殺菌剤

６３ フタル酸ジペンチル プラスチックの可塑剤

６４ フタル酸ジヘキシル プラスチックの可塑剤

６５ フタル酸ジプロピル プラスチックの可塑剤

－ βエストラジオール 人畜由来ホルモン17

－ カドミウム 顔料、電池、合金、メッキ

－ 鉛 鉛管、蓄電池、電線被覆、はんだ

－ 水銀 乾電池、蛍光灯、体温計、触媒
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参考資料２ 環境ホルモン調査結果一覧表（平成１１年度～平成１５年度 （大気、水質、底質、地下水、水生生物））
（Ａ／Ｂ：検出地点／調査地点）

化 学 物 質 名 検出状況SP
実E
施 大気 ( ) 水質(μ ｌ) 底質(μ ) 地下水(μ ｌ) 水生生物(μ )E ng/m g/ g/kg-dry g/ g/kg-dry

3

年D
度 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出98

範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値

13 0/8 0.01 1/15 14 1 0/14 0.01 4/4 2.4 21 0.001２ ＰＣＢ ～
14 2/15 2 14 1 4/4 1.7 12 0.001～ ～
15 4/4 2.9 7.7 0.001～

13 0/8 0.025 0/15 5 0/14 0.025 0/4 5３ ＰＢＢ

11 0/14 0.025 2/14 9 15 5 0/14 0.025４ ヘキサクロロベンゼン ～
14 0/4 5
15 3/15 8 480 5～

11 2/14 0.05 0.37 0.01 0/14 5 0/14 0.01 0/4 5５ ペンタクロロフェノール ～
12 0/8 0.01 1/15 43 5 0/14 0.01 0/4 5
13 0/8 0.01 0/15 5 0/14 0.01 0/4 5
14 0/8 0.01 0/15 5 0/2 0.01 0/4 5

2,4,5- 15 0/8 0.05 0/15 5 0/14 0.05 0/4 5６ ﾄﾘｸﾛﾛﾌｪﾉｷｼ酢酸

2,4- 15 0/8 0.05 0/15 5 0/14 0.05 0/4 5７ ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｷｼ酢酸

14 0/8 1 0/15 1 0/14 1 0/4 10８ アミトロール

12 0/8 0.01 0/15 1 2/14 0.02 0.01 0/4 0.5９ アトラジン
15 2/14 0.01 0.02 0.01～

10 12 0/8 0.01 0/15 1 0/4 0.5アラクロール

11 12 0/8 0.01 0/15 1 0/14 0.01 0/4 0.5ＣＡＴ（シマジン）

12 12 0/8 0.025 0/15 5 0/14 0.025 0/4 5ﾍｷｻｸﾛﾛｼｸﾛﾍｷｻﾝ
0/8 0.01 0/15 1 0/14 0.01 0/4 0.5ｴﾁﾙﾊﾟﾗﾁｵﾝ

13 12 0/8 0.01 0/15 1 0/14 0.01 0/4 0.5ＮＡＣ

14 11 0/14 0.025 0/14 5 0/14 0.025 0/4 5クロルデン

0/4 515 11 0/14 0.025 0/14 5 0/14 0.025オキシクロルデン

0/4 516 trans 11 0/14 0.025 0/14 5 0/14 0.025-ノナクロル

17 1,2 3 14 0/4 1-ｼﾞﾌﾞﾛﾓ- -ｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ
15 0/14 0.01 0/15 1 0/14 0.01 0/4 20

18 11 0/14 0.025 1 /15 5 0/14 0.025 0/4 5ＤＤＴ 8

ＤＤＥ ＤＤＤ19 and
p p' 11 0/14 0.025 0/14 5 0/14 0.025 2/4 5 6 5､ -ＤＤＥ ～
p p' 15 0/15 5 0/4 5､ -ＤＤＤ

11 0/14 0.025 2/14 6 9 5 0/14 0.025 0/4 5～
15 1/15 9 5 0/4 5

20 11 0/14 0.025 1/14 6 5 0/2 0.025 0/4 5ケルセン
15 1/15 6 5
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化 学 物 質 名 検出状況SP
実E
施 大気 ( ) 水質(μ ｌ) 底質(μ ) 地下水(μ ｌ) 水生生物(μ )E ng/m g/ g/kg-dry g/ g/kg-dry

3

年D
度 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出98

範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値

21 11 0/14 0.025 0/14 5 0/14 0.025 0/4 5アルドリン

22 11 0/14 0.025 0/14 5 0/14 0.025 0/4 5エンドリン

23 11 0/14 0.025 0/14 5 0/14 0.025 0/4 5ディルドリン

24 11 0/14 0.025 0/14 5 0/14 0.025 0/4 5エンドスルファン
15 0/15 5

25 11 0/14 0.025 0/14 5 0/14 0.025 0/4 5ヘプタクロル

26 11 0/14 0.025 0/14 5 0/14 0.025 0/4 5ヘプタクロルエポキサイド

27 12 0/8 0.01 0/15 1 0/14 0.01 0/4 0.5マラチオン

28 14 0/8 0.03 0/15 1 0/14 0.03 0/4 1メソミル

29 11 0/14 0.025 0/14 0.025 0/4 5メトキシクロル
15 0/15 5

31 12 0/8 0.01 0/15 1 0/14 0.01ニトロフェン

33 11 2/2 0.0012 0.0035 2/2 13 27トリブチルスズ ～ ～
12 1/1 0.0023 2/2 21 54 2/2 46 93～ ～
13 1/1 0.0016 2/2 12 30 2/2 9 31～ ～
14 1/1 0.001 0.00031 2/2 12 33 2/2 18 22 2～ ～
15 2/2 32 35～

34 11 1/2 0.00023 0.00017 2/2 2.9 4.9トリフェニルスズ ～
12 0/1 0.00017 1/2 10 0.55 2/2 1.5 12～
13 0/1 0.00017 1/2 2.8 0.55 1/2 1 1
14 0/1 0.00017 1/2 2.9 0.55 1/2 7 1
15 2/2 1.1 6.7～

35 12 0/8 0.01 0/15 1 0/14 0.01 0/4 0.5トリフルラリン

アルキルフェノール類36
4-t- 11 0/14 0.01 0/14 5 0/14 0.01ブチルフェノール

12 0/8 0.01 0/15 5 0/14 0.01 0/4 5
13 0/8 0.01 0/15 5 0/14 0.01 0/4 5
14 0/8 0.01 0/15 5 0/4 5
15 0/15 5

4-n- 11 0/14 0.01 0/14 5 0/14 0.01ペンチルフェノール
12 0/8 0.01 0/15 5 0/14 0.01 0/4 5
13 0/8 0.01 0/15 5 0/14 0.01 0/4 5
14 0/8 0.01 0/15 5 0/4 5
15 0/15 5

4-n- 11 0/14 0.01 0/14 5 0/14 0.01ヘキシルフェノール
12 0/8 0.01 0/15 5 0/14 0.01 0/4 5
13 0/8 0.01 0/15 5 0/14 0.01 0/4 5
14 0/8 0.01 0/15 5 0/4 5
15 0/15 5
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化 学 物 質 名 検出状況SP
実E
施 大気 ( ) 水質(μ ｌ) 底質(μ ) 地下水(μ ｌ) 水生生物(μ )E ng/m g/ g/kg-dry g/ g/kg-dry

3

年D
度 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出98

範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値

4-n 11 0/14 0.01 0/14 5 0/14 0.01 0/4 5-ヘプチルフェノール
12 0/8 0.01 0/15 5 0/14 0.01 0/4 5
13 0/8 0.01 0/15 5 0/14 0.01 0/4 5
14 0/8 0.01 0/15 5 0/4 5
15 0/15 5 0/4 5

4-t- 11 0/14 0.01 1/14 52 5 0/14 0.01 0/4 5オクチルフェノール
12 0/8 0.01 1/15 11 5 0/14 0.01
13 0/8 0.01 0/15 5 0/14 0.01
14 0/8 0.01 0/15 5 0/4 5
15 0/15 5 0/4 5

4-n- 11 0/14 0.01 0/14 5 0/14 0.01 0/4 5オクチルフェノール
12 0/8 0.01 0/15 5 0/14 0.01
13 0/8 0.2 0.01 0/15 5 0/14 0.01
14 0/8 0.01 0/15 5 0/4 50
15 0/15 5 0/4 50
11 1/14 0.1 5/14 27 420 10 0/14 0.01 0/4 50ノニルフェノール ～
12 0/8 0.1 8/15 11 87 10 0/14 0.01～
13 0/8 0.1 6/15 11 22 10 0/14 0.01～
14 0/8 0.1 4/15 11 73 10～
15 3/15 11 89 10～

37 11 3/14 0.01 0.06 0.01 0/12 5 2/14 0.01 0.02 0.01 0/4 5ビスフェノールＡ ～ ～
12 0/8 0.01 1/15 5 5 1/14 0.01 0.01 0/4 5
13 3/8 0.01 0.01 2/15 6 11 5 0/14 0.01 0/4 5～
14 0/8 0.01 0/15 5 1/2 0.01 0.01 1/4 14 5
15 1/8 0.01 0.01 0/15 5 0/2 0.01 0/4 5

38 11 0/3 22 0/14 0.5 9/14 26 950 25 0/14 0.5ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ－２－ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ ～
12 0/3 8.4
13 2/3 12 14 9.1～
14 2/3 12 24 9.2 0/8 0.5 9/15 26 300 25～ ～
15 1/3 23 6.8 0/4 25

39 11 0/14 0.2 2/14 15 28 10 0/14 0.2フタル酸ブチルベンジル ～
14 1/3 1.7 0.71 0/8 0.2 0/15 10
15 1/3 0.76 0.38 0/4 10

40 -n- 11 0/3 18 0/14 0.5 3/14 29 95 25 0/14 0.5フタル酸ジ ブチル ～
12 1/3 8.9 6.9
13 1/3 16 7.2
14 1/3 20 9.1 0/8 0.5 0/15 25
15 1/3 7.2 2.5 0/4 25

41 11 0/14 0.2 0/14 10 0/14 0.2フタル酸ジシクロヘキシル
14 0/3 0.52 0/8 0.2 0/15 10
15 0/3 0.36 0/4 10

42 11 0/14 0.2 2/14 44 49 10 0/14 0.2フタル酸ジエチル ～
14 1/3 1.5 0.6 0/8 0.2 0/15 10
15 1/3 0.67 0.24 0/4 10

a 15 0/8 0.01 8/15 1 1300 1 0/14 0.01 0/4 143 ベンゾ( )ピレン ～
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化 学 物 質 名 検出状況SP
実E
施 大気 ( ) 水質(μ ｌ) 底質(μ ) 地下水(μ ｌ) 水生生物(μ )E ng/m g/ g/kg-dry g/ g/kg-dry

3

年D
度 Ａ／Ｂ 検出 検出下 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出98

範囲 限値 範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値

44 2,4- 12 0/8 0.01 0/15 5 0/14 0.01 0/4 5ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ
13 0/8 0.01 0/15 5 0/14 0.01 0/4 5
14 0/8 0.01 0/15 5 0/2 0.01 0/4 5

45 2 11 0/3 1.1ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ- -ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ
12 0/3 0.8
13 1/3 0.65 0.28
15 1/3 0.9 0.4 0/4 10

146 14 0/8 0.01 0/15 1 0/14 0.01 0/4ベンゾフェノン

147 14 0/8 0.01 0/15 1 0/14 0.01 0/4４－ニトロトルエン

48 11 0/14 0.025 0/14 5 0/2 0.025オクタクロロスチレン
14 0/4 5

50 15 0/8 0.1 1/15 2 2 0/14 0.1 0/4 10ベノミル

52 15 1/8 0.6 0.2 0/15 10 0/14 0.2 0/4 10マンゼブ（マンコゼブ）

53 15 1/8 0.6 0.2 0/15 10 0/14 0.2 0/4 10マンネブ

55 12 0/8 0.01 0/15 1 0/14 0.01 0/4 0.5メトリブジン

56 12 0/8 0.01 0/15 1 0/14 0.01 0/4 0.5ジペルメトリン

57 12 0/8 0.01 0/15 1 0/14 0.01 0/4 0.5エスフェンバレレート

58 12 0/8 0.01 0/15 1 0/14 0.01 0/4 0.5フェンバレレート

59 12 0/8 0.01 0/15 1 0/14 0.01 0/4 0.5ペルメトリン

60 12 0/8 0.01 0/15 1 0/14 0.01 0/4 0.5ビンクロゾリン

61 15 1/8 0.6 0.2 0/15 10 0/14 0.2 0/4 10ジネブ

62 15 0/8 0.2 0/15 10 0/14 0.2 0/4 10ジラム

63 11 0/14 0.2 0/14 10 0/14 0.2フタル酸ジペンチル
14 0/3 0.2
15 0/3 0.2 0/4 10

64 11 0/14 0.2 0/14 10 0/14 0.2フタル酸ジヘキシル
14 0/3 0.11
15 0/3 0.2 0/4 10

65 11 0/14 0.2 0/14 10 0/14 0.2フタル酸ジプロピル
14 0/3 0.15
15 0/3 0.21 0/4 10
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化 学 物 質 名 検出状況SP
実E
施 大気 ( ) 水質(μ ｌ) 底質(μ ) 地下水(μ ｌ) 水生生物(μ )E ng/m g/ g/kg-dry g/ g/kg-dry

3

年D
度 Ａ／Ｂ 検出 検出下 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出98

範囲 限値 範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値

17 13 0/8 0.001 1/15 0.7 0.06 0/14 0.001 4/4 0.057 1.6－ βエストラジオール ～

11 0/14 1 1/14 1.9 0.3 0/14 1－ カドミウム
12 4/15 0.2 0.8 0.2 2/4 0.33 0.52 0.05～ ～
13 3/15 0.6 1 0.2 2/4 0.2 0.54 0.05～ ～
14 3/15 0.3 0.8 0.2 2/4 0.24 1.13 0.01～ ～

11 0/14 5 13/14 2 27 1 0/14 5－ 鉛 ～
12 15/15 2.3 78 3/4 0.06 2.1 0.05～ ～
13 15/15 2.4 120 2/4 5.2 5.8 0.2～ ～
14 15/15 1.8 93 1/4 3.44 0.05～

11 0/14 0.5 9/14 0.02 0.33 0.02 0/14 0.5－ 水銀 ～
12 8/15 0.016 0.088 0.016 4/4 0.024 0.097 0.016～ ～
13 8/15 0.02 0.37 0.016 4/4 0.01 0.13 0.01～ ～
14 7/15 0.02 0.4 0.016 4/4 0.009 0.085 0.005～ ～

mg/kg-dry※底質、水生生物におけるカドミウム、鉛、水銀の単位は



- 1 -

参考資料２ 環境ホルモン調査結果一覧表（平成１１年度～平成１５年度 （廃棄物処分場））
（Ａ／Ｂ：検出地点／調査地点）

検出状況SP 化 学 物 質 名
実E
施 放流水(μ ｌ) 周辺地下水(μ ｌ) 処理水(μ ｌ) 廃棄物処分場(Ａ社)周辺水質(μ ｌ) 廃棄物処分場(Ａ社)周辺底質(μ )E g/ g/ g/ g/ g/kg-dry
年D
度 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出98

範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値

13 0/9 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01２ ＰＣＢ

13 0/9 0.025 0/10 0.025 0/1 0.025３ ＰＢＢ

11 0/9 0.025 0/10 0.025 0/1 0.025４ ヘキサクロロベンゼン

12 1/9 0.05 0.01 0/10 0.01 1/1 0.57 0.01５ ペンタクロロフェノール
13 0/9 0.01 0/10 0.01 1/1 0.03 0.01
14 0/9 0.01 0/10 0.01 1/1 0.1 0.01 0/4 6 0.01 0/4 6 5( 月) ( 月)

0/4 8 0.01 0/4 8 5( 月) ( 月)
0/4 11 0.01 0/4 11 5( 月) ( 月)
0/4 1 0.01 0/4 1 5( 月) ( 月)

15 0/8 0.01 0/10 0.01 2/2 0.01 0.03 0.01～

2,4,5- 15 0/8 0.05 0/10 0.05 0/2 0.05６ ﾄﾘｸﾛﾛﾌｪﾉｷｼ酢酸

2,4- 15 0/8 0.05 0/10 0.05 0/2 0.05７ ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｷｼ酢酸

14 0/9 1 0/10 1 0/1 1８ アミトロール

12 0/9 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01９ アトラジン

10 12 0/9 0.01 1/10 0.02 0.01 0/1 0.01アラクロール

11 12 1/9 0.04 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01ＣＡＴ（シマジン）

12 12 1/9 0.12 0.025 0/10 0.025 0/1 0.025ﾍｷｻｸﾛﾛｼｸﾛﾍｷｻﾝ
0/9 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01ｴﾁﾙﾊﾟﾗﾁｵﾝ

13 12 0/9 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01ＮＡＣ

14 11 0/9 0.025 0/10 0.025 0/1 0.025クロルデン

15 11 0/9 0.025 0/10 0.025 0/1 0.025オキシクロルデン

16 trans 11 0/9 0.025 0/10 0.025 0/1 0.025-ノナクロル

17 1,2 3 15 0/8 0.01 0/10 0.01 0/2 0.01-ｼﾞﾌﾞﾛﾓ- -ｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ

18 11 0/9 0.025 0/10 0.025 0/1 0.025ＤＤＴ

ＤＤＥ ＤＤＤ19 and
p p' 11 0/9 0.025 0/10 0.025 0/1 0.025､ -ＤＤＥ
p p' 11 0/9 0.025 0/10 0.025 0/1 0.025､ -ＤＤＤ

20 11 0/9 0.025 0/10 0.025 0/1 0.025ケルセン

21 11 0/9 0.025 0/10 0.025 0/1 0.025アルドリン

22 11 0/9 0.025 0/10 0.025 0/1 0.025エンドリン
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検出状況SP 化 学 物 質 名
実E
施 放流水(μ ｌ) 周辺地下水(μ ｌ) 処理水(μ ｌ) 廃棄物処分場(Ａ社)周辺水質(μ ｌ) 廃棄物処分場(Ａ社)周辺底質(μ )E g/ g/ g/ g/ g/kg-dry
年D
度 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出98

範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値

23 11 0/9 0.025 0/10 0.025 0/1 0.025ディルドリン

24 11 0/9 0.025 0/10 0.025 0/1 0.025エンドスルファン

25 11 0/9 0.025 0/10 0.025 0/1 0.025ヘプタクロル

26 11 0/9 0.025 0/10 0.025 0/1 0.025ヘプタクロルエポキサイド

27 12 0/9 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01マラチオン

28 14 0/9 0.03 0/10 0.03 0/1 0.03メソミル

29 11 0/9 0.025 0/10 0.025 0/1 0.025メトキシクロル

31 12 0/9 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01ニトロフェン

35 12 0/9 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01トリフルラリン

アルキルフェノール類36
4-t- 11 4/9 0.01 18 0.01 0/10 0.01 1/1 0.2 0.01ブチルフェノール ～

12 5/9 0.02 30 0.01 0/10 0.01 1/1 0.25 0.01～
13 4/9 0.01 25 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01～
14 7/9 0.01 0.09 0.01 0/10 0.01 1/1 0.11 0.01～
15 3/8 0.01 30 0.01 0/10 0.01 2/2 0.04 0.07 0.01～ ～

4-n- 11 1/9 0.02 0.01 0/10 0.01 1/1 0.11 0.01ペンチルフェノール
12 2/9 0.01 0.07 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01～
13 2/9 0.11 0.29 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01～
14 1/9 0.02 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01
15 1/8 0.02 0.01 0/10 0.01 0/2 0.01

4-n- 11 2/9 0.01 0.03 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01ヘキシルフェノール ～
12 1/9 0.24 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01
13 0/9 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01
14 0/9 0.01 0/10 0.01 1/1 0.02 0.01
15 0/8 0.01 0/10 0.01 0/2 0.01

4-n 11 2/9 0.01 0.02 0.01 0/10 0.01 1/1 0.07 0.01-ヘプチルフェノール ～
12 1/9 0.02 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01
13 0/9 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01
14 0/9 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01
15 0/8 0.01 0/10 0.01 0/2 0.01

4-t- 11 2/9 0.02 0.06 0.01 0/10 0.01 1/1 0.03 0.01オクチルフェノール ～
12 4/9 0.02 0.1 0.01 0/10 0.01 1/1 1.9 0.01～
13 3/9 0.01 0.1 0.01 0/10 0.01 1/1 0.09 0.01～
14 4/9 0.01 0.04 0.01 0/10 0.01 1/1 0.16 0.01～
15 2/8 0 . 0 1 0.01 0/10 0.01 1/2 0.85 0.01～

4-n- 11 3/9 0.040.01 0.01 0/10 0.01 1/1 0.69 0.01オクチルフェノール ～
12 1/9 0.02 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01
13 0/9 0.08 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01
14 0/9 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01
15 0/8 0.01 0/10 0.01 0/2 0.01
11 2/9 0.1 0/10 0.1 1/1 0.3 0.1ノニルフェノール
12 4/9 0.6 1.3 0.1 0/10 0.1 1/1 0.4 0.1～
13 2/9 0.1 1.7 0.1 0/10 0.1 0/1 0.1～
14 2/9 0.1 0.5 0.1 0/10 0.1 1/1 0.2 0.1～
15 2/8 0.2 0.1 0/10 0.1 0/2 0.1

0.1 0.4～
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検出状況SP 化 学 物 質 名
実E
施 放流水(μ ｌ) 周辺地下水(μ ｌ) 処理水(μ ｌ) 廃棄物処分場(Ａ社)周辺水質(μ ｌ) 廃棄物処分場(Ａ社)周辺底質(μ )E g/ g/ g/ g/ g/kg-dry
年D
度 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出98

範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値

37 11 4/9 0.08 810 0.01 2/10 0.03 2.8 0.01 1/1 0.07 0.01ビスフェノールＡ ～ ～
12 6/9 0.09 920 0.01 1/10 0.01 0.01 1/1 0.66 0.01～
13 6/9 0.02 1600 0.01 1/10 0.03 0.01 1/1 0.11 0.01 3/4 0.01 600 0.01 4/4 7 120 5～ ～ ～
14 5/9 0.02 1.7 0.01 2/10 0.01 0.01 1/1 0.55 0.01 4/4 6 0.08 77 0.01 3/4 6 9 61 5～ ( 月) ～ ( 月) ～

4/4 8 0.03 310 0.01 4/4 8 9 120 5( 月) ～ ( 月) ～
4/4 11 1.6 340 0.01 3/4 11 29 150 5( 月) ～ ( 月) ～
4/4 1 0.14 82 0.01 4/4 1 5 48 5( 月) ～ ( 月) ～

15 4/8 0.02 870 0.01 2/10 0.01 0.02 0.01 2/2 0.17 0.46 0.01 5/8 5 0.03 1100 0.01 5/7 5 8 4200 5～ ～ ～ ( 月) ～ ( 月) ～
5/5 8 0.1 2700 0.01( 月) ～
5/5 11 0.06 440 0.01( 月) ～
7/7 1 0.02 24 0.01( 月) ～

38 11 0/9 0.5 0/10 0.5 0/1 0.5ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ－２－ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ

39 11 0/9 0.2 0/10 0.2 0/1 0.2フタル酸ブチルベンジル

40 -n- 11 0/9 0.5 0/10 0.5 0/1 0.5フタル酸ジ ブチル

41 11 0/9 0.2 0/10 0.2 0/1 0.2フタル酸ジシクロヘキシル

42 11 1/9 0.4 0.2 0/10 0.2 0/1 0.2フタル酸ジエチル

43 15 0/8 0.01 0/10 0.01 2/2 0.01 0.01ベンゾ（ａ）ピレン

44 2,4- 12 1/9 0.05 0.01 0/10 0.01 1/1 0.07 0.01ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ
13 1/9 0.03 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01
14 1/9 0.03 0.01 0/10 0.01 1/1 0.06 0.01 0/4 6 0.01 2/4 6 6 13 5( 月) ( 月) ～

0/4 8 0.01 3/4 8 6 14 5( 月) ( 月) ～
0/4 11 0.01 3/4 11 7 20 5( 月) ( 月) ～
0/4 1 0.01 3/4 1 11 19 5( 月) ( 月) ～

15 0/8 0.01 0/10 0.01 2/2 0.02 0.03 0.01～

46 14 2/9 0.02 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01ベンゾフェノン

47 14 0/9 0.01 0/10 0.01 1/1 0.02 0.01４－ニトロトルエン

48 11 0/9 0.025 0/10 0.025 0/1 0.025オクタクロロスチレン

アルディカーブ49

5 0 15 0/8 0.1 0/10 0.1 1/2 0.2 0.1ベノミル
52 15 0/8 0.2 0/10 0.2 0/2 0.2マンゼブ（マンコゼブ）

53 15 0/8 0.2 0/10 0.2 0/2 0.2マンネブ

メチラム54

55 12 0/9 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01メトリブジン

56 12 0/9 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01ジペルメトリン
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検出状況SP 化 学 物 質 名
実E
施 放流水(μ ｌ) 周辺地下水(μ ｌ) 処理水(μ ｌ) 廃棄物処分場(Ａ社)周辺水質(μ ｌ) 廃棄物処分場(Ａ社)周辺底質(μ )E g/ g/ g/ g/ g/kg-dry
年D
度 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出 Ａ／Ｂ 検出 検出98

範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値 範囲 下限値

57 12 0/9 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01エスフェンバレレート

58 12 0/9 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01フェンバレレート

59 12 0/9 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01ペルメトリン

60 12 0/9 0.01 0/10 0.01 0/1 0.01ビンクロゾリン

61 15 1/8 2.4 0.2 0/10 0.2 0/2 0.2ジネブ

62 15 0/8 0.2 0/10 0.2 0/2 0.2ジラム

63 11 0/9 0.2 0/10 0.2 0/1 0.2フタル酸ジペンチル

64 11 0/9 0.2 0/10 0.2 0/1 0.2フタル酸ジヘキシル

65 11 0/9 0.2 0/10 0.2 0/1 0.2フタル酸ジプロピル

17 13 0/9 0.001 0/10 0.001 0/1 0.001－ βエストラジオール

11 0/9 1 0/10 1 1/1 8 1－ カドミウム

11 0/9 5 0/10 5 0/1 5－ 鉛

11 0/9 0.5 0/10 0.5 0/1 0.5－ 水銀



参考資料3 項目・地点毎最高濃度検出状況（大気、水質、底質、地下水、水生生物）

大　　気
SPEED'98　　化学物質名 会津若松 福島

門田 森合
38 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｰ2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 24 福島（森合） 12(H13,H14) 24(H14)
39 ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙ 1.7 福島（森合） 1.7(H14)
40 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｰn-ﾌﾞﾁﾙ 20 福島（森合） 20(H14)
42 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙ 1.5 福島（森合） 1.5(H14)
45 ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 0.9 福島（森合） 0.9(H15)

水　　質
SPEED'98　　化学物質名 阿武隈川 阿武隈川 釈迦堂川 阿賀野川 只見川 久慈川 松川浦 小名浜港

阿久津橋 蓬莱橋 水道取水地点 新郷ダム 藤橋 高地原橋 （漁業権３号中央付近）４号埠頭先

5 ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 0.37 阿武隈川（阿久津橋） 0.37(H11) 0.05(H11)

33 ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ 0.0035
松川浦（漁業権３号中央付
近） 0.0035(H11) 0.0012(H11)

34 ﾄﾆﾌｪﾆﾙｽｽﾞ 0.00023 小名浜港（４号埠頭先） 0.00023(H11)

36 ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ類
ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.2 阿武隈川（阿久津橋） 0.2(H11)

37 ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙＡ 0.06 阿武隈川（蓬莱橋） 0.04(H11) 0.06(H11)
0.01(H11,H13,
H15)

0.01(H13) 0.01(H13)

52 ﾏﾝｾﾞﾌﾞ 0.6
53 ﾏﾝﾈﾌﾞ (3物質の合量）
61 ｼﾞﾈﾌﾞ

底　　質
SPEED'98　　化学物質名 阿武隈川 阿武隈川 釈迦堂川 大滝根川 逢瀬川 阿賀野川 只見川 久慈川 新田川 請戸川 夏井川 鮫川 猪苗代湖 松川浦 小名浜港

阿久津橋 蓬莱橋 水道取水地点 阿武隈川合流前 阿武隈川合流前新郷ダム 藤橋 高地原橋 新桜井橋 請戸橋 六十枚橋 鮫川橋 小石が浜水門 （漁業権３号中央付近）４号埠頭先
2 ＰＣＢ 14 小名浜港（４号埠頭先） 2(H14) 14(H13,H14)
4 ﾍｷｻｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 480 逢瀬川（阿武隈川合流前） 9(H11) 480(H15) 41(H15)
5 ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 43 逢瀬川（阿武隈川合流前） 43(H12)
18 DDT 8 小名浜港（４号埠頭先） 8(H15)
19 ＤＤＥandＤＤＤ 9 小名浜港（４号埠頭先） 6(H11) 9(H11)

20 ｹﾙｾﾝ 6
小名浜港（４号埠頭先）,鮫
川橋 6(H11) 6(H15)

33 ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ 54 小名浜港（４号埠頭先） 21(H12) 54(H12)
34 ﾄﾘﾌｪﾆﾙｽｽﾞ 10 小名浜港（４号埠頭先） 2.9(H11) 10(H12)
36 ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ類

 4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 52 阿賀野川（新郷ダム） 52(H11)

 ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 420 阿賀野川（新郷ダム） 49(H11) 11(H12) 38(H12) 420(H11) 27(H12) 79(H11) 41(H12) 36(H12)

37 ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙＡ 11
松川浦（漁業権３号中央付
近） 6(H13) 11(H13) 5(H12)

38 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｰ2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 950 鮫川（鮫川橋） 380(H11) 140(H11,H14) 49(H11) 210(H14) 830(H11) 91(H11) 26(H11) 110(H14) 950(H11) 65(H11) 360(H11)
39 ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙ 28 阿武隈川（阿久津橋） 28(H11) 15(H11)
40 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｰn-ﾌﾞﾁﾙ 95 鮫川（鮫川橋） 29(H11) 95(H11) 40(H11)
42 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙ 49 只見川（藤橋） 44(H11) 49(H11)
43 ﾍﾞﾝｿﾞ（a)ﾋﾟﾚﾝ 1300 小名浜港（４号埠頭先） 3(H15) 16(H15) 1(H15) 6(H15) 59(H15) 3(H11) 6(H15) 1300(H15)
50 ﾍﾞﾉﾐﾙ 2 逢瀬川（阿武隈川合流前） 2(H15)

　　　　－１７βｰｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ 0.7 鮫川（鮫川橋） 0.7(H11)
　　　　－ｶﾄﾞﾐｳﾑ 1.9 阿賀野川（新郷ダム） 1.9(H11) 1(H13) 0.2(H12) 0.8(H14)
　　　　－鉛 120 小名浜港（４号埠頭先） 4.7(H12) 6(H12) 5.3(H12) 2.7(H13) 3.9(H14) 27(H11) 43(H13) 4.4(H14) 3.6(H12) 2.9(H12) 7.2(H13) 6(H11) 14(H13) 7.3(H12) 120(H13)
　　　　－水銀 0.4 小名浜港（４号埠頭先） 0.02(H11) 0.032(H12) 0.11(H11) 0.057(H13) 0.02(H11) 0.069(H13) 0.069(H12) 0.14(H11) 0.06(H11) 0.4(H14)

※ｶﾄﾞﾐｳﾑ、鉛、水銀の単位はmg/kg-dry

地　下　水
SPEED'98　　化学物質名 会津若松 田島 原町 いわき

栄町 田島 桜井町 小名浜
9 ｱﾄﾗｼﾞﾝ 0.02 田島、原町 0.02(H12) 0.02(H12,H15)
37 ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙＡ 0.02 会津若松（栄町） 0.02(H11) 0.01(H11)

水生生物
SPEED'98　　化学物質名 阿武隈川 阿賀野川 松川浦 小名浜港

蓬莱橋上流 新郷ダム 浦の出入り口 ４号埠頭先
2 ＰＣＢ 21 阿賀野川（新郷ダム） 12(H14) 21(H13) 2.9(H14) 7.7(H14)
19 ＤＤＥandＤＤＤ 6 阿賀野川（新郷ダム） 5(H11) 6(H11)
33 ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ 93 松川浦（浦の出入口） - - 46(H11) 93(H11)
34 ﾄﾘﾌｪﾆﾙｽｽﾞ 12 松川浦（浦の出入口） - - 6.7(H15) 12(H12)
37 ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙＡ 14 小名浜港（４号埠頭先） 14(H14)

　　　　－１７βｰｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ 1.6 松川浦（浦の出入口） 0.088(H13) 0.057(H13) 1.6(H13) 1.2(H13)
　　　　－ｶﾄﾞﾐｳﾑ 1.13 小名浜港（４号埠頭先） 0.33(H12) 1.13(H14)
　　　　－鉛 5.8 小名浜港（４号埠頭先） 0.06(H12) 5.8(H13) 5.2(H13)
　　　　－水銀 0.13 阿賀野川（蓬莱橋上流） 0.13(H13) 0.085(H14) 0.024(H12) 0.024(H12)

※ｶﾄﾞﾐｳﾑ、鉛、水銀の単位はmg/kg-dry

県内最高検出
濃度（ng/m3）

県内最高検出濃度が検
出された地点

県内最高検出
濃度（μg/L）

県内最高検出濃度が検出さ
れた地点

釈迦堂川（水道取水地点）

県内最高検出
濃度（μg/kg-
wet）

県内最高検出濃度が検出さ
れた地点

県内最高検出
濃度（μg/kg-
dry）

県内最高検出濃度が検
出された地点

県内最高検出
濃度（μg/L）

県内最高検出濃度が検
出された地点

※阿武隈川（阿久津橋）、阿武隈川（蓬莱橋）、大滝根川（阿武隈川合流前）、夏井川（六十枚橋）、鮫川（鮫川橋）、小名浜港（４号埠頭先）の調査は平成１１年度のみ実施した。

0.6(H15)



参考資料3 項目・地点毎最高濃度検出状況（廃棄物処分場）

放流水
SPEED'98　　化学物質名

5 ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 0.05 伊達 0.05(H12)
11 ｼﾏｼﾞﾝ 0.04 伊達 0.04(H12)
12 ﾍｷｻｸﾛﾛｼｷﾛﾍｷｻﾝ
α-ﾍｷｻｸﾛﾛｼｸﾛﾍｷｻﾝ 0.12 伊達 0.12(H12)
β-ﾍｷｻｸﾛﾛｼｸﾛﾍｷｻﾝ 0.12 伊達 0.12(H12)
35 ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ類（ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ)
4-t-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 30 Ａ､Ｂ 0.11(H11) 0.07(H14) 0.05(H12) 30(H12) 30(H15) 0.02(H12) 0.03(H11) 0.01(H11)
4-n-ﾍﾟﾝﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.29 Ａ 0.29(H14) 0.02(H14) 0.02H14) 0.02(H11)
4-n-ﾍｷｼﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.24 Ａ 0.24(H12) 0.01(H11)
4-ﾍﾌﾟﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.02 Ｃ、Ｄ 0.02(H12) 0.02(H11) 0.01(H11)
4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.1 Ａ 0.04(H14) 0.02(H14) 0.1(H12) 0.04(H15) 0.03(H12) 0.03(H12)
4-nｰｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.08 Ｄ 0.01(H14) 0.11(H13) 0.08(H12)
ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 1.7 Ａ 0.2(H14) 0.4(H12) 1.7(H12) 0.1(H15) 0.1(H12) 0.6(H11)
37 ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙＡ 1600 Ａ 0.47(H13) 0.02(H14) 0.1(H12) 1600(H13) 870(H15) 0.19(H12) 1.4(H11)
42 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙ 0.4 Ｄ 0.4(H11)
44 2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 0.05 伊達 0.05(H12) 0.03(H13)
46 ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 0.02 伊達、原町 0.02(H14) 0.02(H14)
62 ｼﾞﾗﾑ 0.24 Ｃ 2.4(H15)

処理水
SPEED'98　　化学物質名

5 ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 0.57 Ｅ 0.01(H15) 0.57(H12)
35 ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ類（ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ)
4-t-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.25 Ｅ 0.04(H15) 0.25(H12)
4-n-ﾍﾟﾝﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.11 Ｅ 0.11(H14)
4-n-ﾍｷｼﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.02 Ｅ 0.02(H14)
4-ﾍﾌﾟﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.07 Ｅ 0.07(H11)
4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 1.9 Ｅ 1.9(H12)
4-nｰｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.69 Ｅ 0.69(H11)
ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.4 Ｅ 0.4(H12)
37 ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙＡ 0.66 Ｅ 0.17(H15) 0.66(H12)
43 ﾍﾞﾝｿﾞ(a)ﾋﾟﾚﾝ 0.01 伊達､Ｅ 0.01(H15) 0.01(H15)
44 2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 0.07 Ｅ 0.03(H15) 0.07(H12)
46 4-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 0.02 Ｅ 0.02(H14)
50 ﾍﾞﾉﾐﾙ 0.2 Ｅ 0.2(H15)
ｶﾄﾞﾐｳﾑ 8 Ｅ - 8(H11)

周辺地下水
SPEED'98　　化学物質名

10 ｱﾗｸﾛｰﾙ 0.02 会津 0.02(H12)
ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙＡ 2.8 伊達 2.8(H11) 0.01(H15) 0.03(H11,H13) 0.01(H14)

Ｆ社処理
業者）

伊達地方衛
生処理組合

会津広域事
業組合

Ｂ社（処理
業者）

Ｃ社（処理業
者）

伊達地方衛
生処理組合

Ｅ社(処理業
者)

Ｆ社（処
理業者）

Ａ社（処
理業者）

Ｂ社（処
理業者）

Ｃ社（処
理業者）

Ｄ社（自
社処分

伊達地方衛
生処理組合

西白河地方
衛生処理

会津広域事
業組合

原町方部環境
衛生組合

県内最高検出
濃度（μg/L）

県内最高検出
濃度が検出さ

県内最高検出
濃度（μg/L）

県内最高検出
濃度が検出さ

県内最高検出
濃度（μg/L）

県内最高検出
濃度が検出さ



参考資料4　平成１１年度～平成１５年度までに県が実施した環境ホルモン（大気、水質、底質、地下水、水生生物）
調査年度 Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５計
調査媒体 大気 大気 大気 大気 大気 水質 水質 水質 水質 水質 底質 底質 底質 底質 底質 地下水 地下水 地下水 地下水 地下水 水生生物 水生生物 水生生物 水生生物 水生生物

SPEED'98　　化学物質名
2 ＰＣＢ ○ ● ● ○ ● ● ●
3 ﾎﾟﾘ臭化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ ○ ○ ○ ○
4 ﾍｷｻｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ ○ ● ● ○ ○
5 ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 2,4,5-ﾄﾘｸﾛﾛﾌｪﾉｷｼ酢酸 ○ ○ ○ ○
7 2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｷｼ酢酸 ○ ○ ○ ○
8 ｱﾐﾄﾛｰﾙ ○ ○ ○ ○
9 ｱﾄﾗｼﾞﾝ ○ ○ ● ● ○
10 ｱﾗｸﾛｰﾙ ○ ○ ○ ○
11 ｼﾏｼﾞﾝ ○ ○ ○ ○
12 ﾍｷｻｸﾛﾛｼｸﾛﾍｷｻﾝ､ｴﾁﾙﾊﾟﾗﾁｵﾝ ○ ○ ○ ○
13 ｶﾙﾊﾞﾘﾙ ○ ○ ○ ○
14 ｸﾛﾙﾃﾞﾝ ○ ○ ○ ○
15 ｵｷｼｸﾛﾙﾃﾞﾝ ○ ○ ○ ○
16 trans-ﾉﾅｸﾛﾙ ○ ○ ○ ○
17 1,2-ｼﾞﾌﾞﾛﾓ-3-ｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ ○ ○ ○ ○ ○
18 ＤＤＴ ○ 欠測 ● ○ ○
19 ＤＤＥandＤＤＤ ○ ● ● ○ ● ○
20 ｹﾙｾﾝ ○ ● ● ○ ○
21 ｱﾙﾄﾞﾘﾝ ○ ○ ○ ○
22 ｴﾝﾄﾞﾘﾝ ○ ○ ○ ○
23 ﾃﾞﾙﾄﾞﾘﾝ ○ ○ ○ ○
24 ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ ○ ○ ○ ○ ○
25 ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙ ○ ○ ○ ○
26 ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙｴﾎﾟｷｻｲﾄﾞ ○ ○ ○ ○
27 ﾏﾗﾁｵﾝ ○ ○ ○ ○
28 ﾒｿﾐﾙ ○ ○ ○ ○
29 ﾒﾄｷｼｸﾛﾙ ○ 欠測 ○ ○ ○
30 ﾏｲﾚｯｸｽ
31 ﾆﾄﾛﾌｪﾝ ○ ○ ○ ○
32 ﾄｷｻﾌｪﾝ
33 ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ ● ● ● ● ● ● ● ● ●　　 ● ● ●
34 ﾄﾘﾌｪﾆﾙｽｽﾞ ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ●　　 ● ● ●
35 ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ　 ○ ○ ○ ○
36 ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ類 ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
37 ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙＡ ● ○ ● ○ ● ○ ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○
38 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｰ2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ○
39 ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○
40 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｰn-ﾌﾞﾁﾙ ○ ● ● ● ● ○ ○　 ● ○ ○ ○
41 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｸﾛﾛﾍｷｼﾙ ○ ○ ○ ○　 ○ ○ ○ ○
42 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙ ● ● ○ ○　 ● ○ ○ ○
43 ﾍﾞﾝｿﾞ(a)ﾋﾟﾚﾝ ○ ● ○ ○
44 2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ ○ ○ ○　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
45 ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ ○ ○ ● ● ○
46 ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ ○　 ○ ○ ○
47 4-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ ○　 ○ ○ ○
48 ｵｸﾀｸﾛﾛｽﾁﾚﾝ ○ ○ ○ ○
49 ｱﾙﾃﾞｨｶｰﾌﾞ
50 ﾍﾞﾉﾐﾙ ○ ● ○ ○
51 ｷｰﾎﾞﾝ(ｸﾛﾙﾃﾞｺﾝ)
52 ﾏﾝｾﾞﾌﾞ ● ○ ○ ○
53 ﾏﾝﾈﾌﾞ ● ○ ○ ○
54 ﾒﾁﾗﾑ
55 ﾒﾄﾘﾌﾞｼﾞﾝ ○ ○ ○ ○
56 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ ○ ○ ○ ○
57 ｴｽﾌｪﾝﾊﾞﾚｰﾄ ○ ○ ○ ○
58 ﾌｪﾝﾊﾞﾚｰﾄ ○ ○ ○ ○
59 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ ○ ○ ○ ○
60 ﾋﾞﾝｸﾛｿﾞﾘﾝ ○ ○ ○ ○
61 ｼﾞﾈﾌﾞ ● ○ ○ ○
62 ｼﾞﾗﾑ ○ ○ ○ ○
63 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾍﾟﾝﾁﾙ ○ ○ ○ ○ ○ ○
64 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾍｷｼﾙ ○ ○ ○ ○ ○ ○
65 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾌﾟﾛﾋﾟﾙ ○ ○ ○ ○ ○ ○
66 ｽﾁﾚﾝ２量体、３量体　　　　　
67 n-ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ

　　　　－１７βｰｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ ○ ● ○ ●
　　　　－ｶﾄﾞﾐｳﾑ ○ ● ● ● ● ○ ● ● ●
　　　　－鉛 ○ ● ● ● ● ○ ● ● ●
　　　　－水銀 ○ ● ● ● ● ○ ● ● ●

特記事項

○：不検出　　●：検出



参考資料4　平成１１年度～平成１５年度までに県が実施した環境ホルモン（廃棄物処分場）

調査年度 Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５
調査媒体 放流水 放流水 放流水 放流水 放流水 周辺地下水周辺地下水周辺地下水周辺地下水周辺地下水処理水 処理水 処理水 処理水 処理水

SPEED'98　　化学物質名
2 ＰＣＢ ○ ○ ○
3 ﾎﾟﾘ臭化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ ○ ○ ○
4 ﾍｷｻｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ ○ ○ ○
5 ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
6 2,4,5-ﾄﾘｸﾛﾛﾌｪﾉｷｼ酢酸 ○ ○ ○
7 2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｷｼ酢酸 ○ ○ ○
8 ｱﾐﾄﾛｰﾙ ○ ○ ○
9 ｱﾄﾗｼﾞﾝ ○ ○ ○
10 ｱﾗｸﾛｰﾙ ○ ● ○
11 ｼﾏｼﾞﾝ ● ○ ○
12 ﾍｷｻｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ､ｴﾁﾙﾊﾟﾗﾁｵﾝ ● ○ ○
13 ｶﾙﾊﾞﾘﾙ ○ ○ ○
14 ｸﾛﾙﾃﾞﾝ ○ ○ ○
15 ｵｷｼｸﾛﾙﾃﾞﾝ ○ ○ ○
16 trans-ﾉﾅｸﾛﾙ ○ ○ ○
17 1,2-ｼﾞﾌﾞﾛﾓ-3-ｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ ○ ○ ○
18 ＤＤＴ ○ ○ ○
19 ＤＤＥandＤＤＤ ○ ○ ○
20 ｹﾙｾﾝ ○ ○ ○
21 ｱﾙﾄﾞﾘﾝ ○ ○ ○
22 ｴﾝﾄﾞﾘﾝ ○ ○ ○
23 ﾃﾞﾙﾄﾞﾘﾝ ○ ○ ○
24 ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ ○ ○ ○
25 ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙ ○ ○ ○
26 ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙｴﾎﾟｷｻｲﾄﾞ ○ ○ ○
27 ﾏﾗﾁｵﾝ ○ ○ ○
28 ﾒｿﾐﾙ ○ ○ ○
29 ﾒﾄｷｼｸﾛﾙ ○ ○ ○
30 ﾏｲﾚｯｸｽ
31 ﾆﾄﾛﾌｪﾝ ○ ○ ○
32 ﾄｷｻﾌｪﾝ
33 ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ
34 ﾄﾘﾌｪﾆﾙｽｽﾞ
35 ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ　 ○ ○ ○
36 ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ類 ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●
37 ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙＡ ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ●
38 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｰ2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ ○ ○ ○
39 ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙ ○ ○ ○
40 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｰn-ﾌﾞﾁﾙ ○ ○ ○
41 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｸﾛﾛﾍｷｼﾙ ○ ○ ○
42 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙ ● ○ ○
43 ﾍﾞﾝｿﾞ(a)ﾋﾟﾚﾝ ● ○ ●
44 2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ●
45 ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ
46 ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ ● ○ ○ ○ ○ ●
47 4-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ ○ ○ ●
48 ｵｸﾀｸﾛﾛｽﾁﾚﾝ ○ ○ ○
49 ｱﾙﾃﾞｨｶｰﾌﾞ
50 ﾍﾞﾉﾐﾙ ○ ○ ○
51 ｷｰﾎﾞﾝ(ｸﾛﾙﾃﾞｺﾝ)
52 ﾏﾝｾﾞﾌﾞ ○ ○ ○
53 ﾏﾝﾈﾌﾞ ○ ○ ○
54 ﾒﾁﾗﾑ
55 ﾒﾄﾘﾌﾞｼﾞﾝ ○ ○ ○
56 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ ○ ○ ○
57 ｴｽﾌｪﾝﾊﾞﾚｰﾄ ○ ○ ○
58 ﾌｪﾝﾊﾞﾚｰﾄ ○ ○ ○
59 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ ○ ○ ○
60 ﾋﾞﾝｸﾛｿﾞﾘﾝ ○ ○ ○
61 ｼﾞﾈﾌﾞ ○ ○ ○
62 ｼﾞﾗﾑ ● ○ ○
63 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾍﾞﾝｼﾞﾙ ○ ○ ○
64 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙ ○ ○ ○
65 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾌﾟﾛﾋﾟﾙ ○ ○ ○
66 ｽﾁﾚﾝ２量体、３量体
67 n-ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ

　　　　－βｰｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ ○ ○ ○
　　　　－ｶﾄﾞﾐｳﾑ ○ ○ ●
　　　　－鉛 ○ ○ ○
　　　　－水銀 ○ ○ ○

特記事項

○：不検出　　●：検出



参考資料5 媒体別調査項目数

2 ポリ塩化ビフェニール類 ○ ○ ○ ○ ○
3 ポリ臭化ビフェニール類 ○ ○ ○ ○ ○
4 ヘキサクロロベンゼン ○ ○ ○ ○ ○
5 ペンタクロロフェノール ○ ○ ○ ○ ○
6 2,4,5-トリクロロフェノキシ酢酸 ○ ○ ○ ○ ○
7 2,4-ジクロロフェノキシ酢酸 ○ ○ ○ ○ ○
8 アミトロール ○ ○ ○ ○ ○
9 アトラジン ○ ○ ○ ○ ○
10 アラクロール ○ ○ ○ ○ ○
11 シマジン ○ ○ ○ ○ ○
12 ﾍｷｻｸﾛﾛｼｸﾛﾍｷｻﾝ､ｴﾁﾙﾊﾟﾗﾁｵﾝ ○ ○ ○ ○ ○
13 カルバリル ○ ○ ○ ○ ○
14 クロルデン ○ ○ ○ ○ ○
15 オキシクロルデン ○ ○ ○ ○ ○
16 trans-ノナクロル ○ ○ ○ ○ ○
17 1,2-ｼﾞﾌﾞﾛﾓ-3-ｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ ○ ○ ○ ○ ○
18 ＤＤＴ ○ ○ ○ ○ ○
19 ＤＤＥ  and　ＤＤＤ ○ ○ ○ ○ ○
20 ケルセン ○ ○ ○ ○ ○
21 アルドリン ○ ○ ○ ○ ○
22 エンドリン ○ ○ ○ ○ ○
23 ディルドリン ○ ○ ○ ○ ○
24 エンドスルファン（ﾍﾞﾝｿﾞｴﾋﾟﾝ） ○ ○ ○ ○ ○
25 ヘプタクロル ○ ○ ○ ○ ○
26 ヘプタクロルエポキサイド ○ ○ ○ ○ ○
27 マラチオン ○ ○ ○ ○ ○
28 メソミル ○ ○ ○ ○ ○
29 メトキシクロル ○ ○ ○ ○ ○
30 マイレックス
31 ニトロフェン ○ ○ ○ ○ ○
32 トキサフェン
33 トリブチルスズ ○ ○ ○
34 トリフェニルスズ ○ ○ ○
35 トリフルラリン ○ ○ ○ ○ ○
36 アルキルフェノール類（Ｃ５～Ｃ９） ○ ○ ○ ○ ○
37 ビスフェノールＡ ○ ○ ○ ○ ○
38 フタル酸ジ-2-エチルヘキシル ○ ○ ○ ○ ○ ○
39 フタル酸ブチルベンジル ○ ○ ○ ○ ○ ○
40 フタル酸-n-ブチル ○ ○ ○ ○ ○ ○
41 フタル酸ジシクロヘキシル ○ ○ ○ ○ ○ ○
42 フタル酸ジエチル ○ ○ ○ ○ ○ ○
43 ベンゾ(a)ピレン ○ ○ ○ ○ ○
44 2,4-ジクロロフェノール ○ ○ ○ ○ ○
45 アジピン酸ジ-2-エチルヘキシル ○ ○
46 ベンゾフェノン ○ ○ ○ ○ ○
47 4-ニトロトルエン ○ ○ ○ ○ ○
48 オクタクロロスチレン ○ ○ ○ ○ ○
49 アルディカーブ
50 ベノミル ○ ○ ○ ○ ○
51 キーポン（クロルデコン）
52 マンゼブ（マンコゼブ） ○ ○ ○ ○ ○
53 マンネブ ○ ○ ○ ○ ○
54 メチラム
55 メトリブジン ○ ○ ○ ○ ○
56 シペルメトリン ○ ○ ○ ○ ○
57 エスフェンバレレート ○ ○ ○ ○ ○
58 フェンバレレート ○ ○ ○ ○ ○
59 ペルメトリン ○ ○ ○ ○ ○
60 ビンクロゾリン ○ ○ ○ ○ ○
61 ジネブ ○ ○ ○ ○ ○
62 ジラム ○ ○ ○ ○ ○
63 フタル酸ジペンチル ○ ○ ○ ○ ○ ○
64 フタル酸ジヘキシル ○ ○ ○ ○ ○ ○
65 フタル酸ジプロピル ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　　- １７β-エストラジオール ○ ○ ○ ○ ○
　　　　- カドミウム ○ ○ ○ ○ ○
　　　　- 鉛 ○ ○ ○ ○ ○
　　　　- 水銀 ○ ○ ○ ○ ○

68 9 62 62 60 63 60

廃棄物処
分場

SPEED  ’
98

化学物質名 水生生物大気 水質 地下水底質


